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盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示

された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統に満

ちた岩手の地で、こども、家族、地域とともに公正で平

和な世界の実現を目指します。 

1. こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や希     

００望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値観と     

００出会う場を提供します。 

 

YMCAと私 

                              永田千晴 幼稚園教諭（盛岡YMCAリーダーOG) 

 
 私がYMCAに入ったきっかけは、今思えばあま

り具体的な理由はなかったように感じます。た

だ、一緒に活動した子どもたちやリーダーたちと

の出会いがなければ、今の自分は確実にいないと

思います。得意なこともなく、勉強もできる子で

はなかったので、もしかしたら少し自分を変えた

くて、YMCAに興味を持ったのかもしれません。 

YMCAで初めて沢山の子どもたちと触れ合ったの

ですが、接し方が分からずトラブルを対処できな

いこともしばしばありました。そんな中、先輩方

や友人との会話の中で、一人一人のリーダーの考

え方や姿勢などが自分にとってとても参考になり

ました。ですが、自分なりに解釈し、行動に移す

のはとても難しく、「この子は他のリーダーと一

緒にいた方が楽しいのかな」と自分のことばかり

考えていた気がします。 

YMCAでの経験の中で、子どももリーダーも一体

となって取り組む姿勢が私は大好きでした。自信

を持つことができない子どもも、一歩ずつ前に進

めるように背中を押してあげられる人が沢山いる

というのはとても素敵なことだと思います。 

私もYMCAでの経験を胸に自信をもって頑張って

いこうと思います。 

 ９月号  YMCAでの思い出 中学生に聞く。 
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 9月10（土）見前南中学校で、市内の中学生のU-15サッカーリーグ、最終戦が行われました。盛岡

YMCAは、3年前より中学生によるジュニア・ユースチームを結成し、各種大会に参戦しています。今回で

公式戦の出場が最後になる、中学3年生の4名に、幼稚園や小学校時代からYMCAでサッカーや様々な活動

に参加してきた思い出を聞いてみました。 

★YMCAのサッカーで得たこと 

★ 最初にYMCAに来たのはいつ頃？ 

 

 響：3～4歳の頃、兄が既にYMCAでサッ

カーをやっていたので、それがきっかけで

す。ただ、ひたすらボールを追っかけてい

た思い出があります。 

 

牧人：僕も幼稚園の頃、でも、ボールを

追っかけずにゴールの前にぼーっと立って

いたと思う。 

 

巧 ：僕は、小学校3年生の秋、松園の小

鳥沢公園でサッカースクールをやっていた

ので、なんとなく入った。最初は、牧人が

男の子か女の子か分からなかった。 

 

優晋：僕も3年生。でも冬だったと思う。

初めて参加して自己紹介しているのに誰も

聞いてくれない。変な人たちばかりだった

とが印象的。その頃は、仁王小学校でなく

て中津川の河川敷でサッカーをしてた。 

 

★ YMCAでの一番の思い出は？ 

 

響： 小学校6年生の最後の試合。カモメ

の玉子杯の決勝トーナメントで優勝候補の

見前FCと対戦したこと。試合は敗れたけ

ど、ジュニア・ユースで頑張るぞと心に決

めた。 

 

巧： ３年生の頃のYMCAのサッカー仙台大

会。先輩たちが優勝した。上手で強くて憧

れた。僕らも6年の頃優勝したけどね。 

 

優晋：6年生の頃の全日本少年サッカー大

会の時の上田戦。ロングシュートを決めた

んだ。 

 

全員：「ああ、それ覚えている。」 

 

牧人：今年の夏、インターシティの東北大

会に出場したこと。県外のチームが上手く

て強いのには驚いた。 

 

★ 一番しんどかったことは？ 

 

響：宮古国民休暇村での春のサッカー合

宿。部屋のみんなの出発が遅れて練習に遅

刻したら罰でゲームでグランド２０周走ら

された時。 

 

優晋：あっ、それ俺が原因。トイレからな

かなか出てこなかったからだ。（笑） 

 

巧：中学１年生の時の海のキャンプ。海の

キャンプなのに、ジュニア・ユースのメン

バーだということで、ディレクターの眞太

郎（※１）に牧人と２人で坂道ダッシュと

腹筋をやらされた。まじ、ありえねー。 

（※１．盛岡YMCAスタッフの伊藤眞太郎、

YMCAサッカーチームの監督。あだ名は「ひ

げたまご」この当時の子どもからは、名前

をそのまま呼ばれている。 表紙の写真の

真ん中に写っています。） 

 

優晋：５年生の頃、陸前高田でのサッカー

合宿。走るのが多くて最後の方は足が動か

なかった。 

 

牧人：小学校６年から始まったサーキット

トレーニングがきつかった。 

 

★ 嬉しかったことは？ 

 

響：小学校５年生の頃の新人戦の県大会。

大槌とPK戦までもつれこんだけど、一番目

のキッカーでプレッシャーの中、決めたこ

と。あの試合は勝ちました。 

 
巧：海のキャンプには、小学生の頃から行って

いたのだけど、僕だけ何故か魚が釣れなかっ

た。でも、中２の夏の海のキャンプで眞太郎と

手掴みで、カレイを捕まえたこと。 

 

優晋：５年生の時、新人戦の県大会で月が丘少

年団に敗れたけど、次の年の全日本少年サッ

カー大会で雪辱できたこと。 

 

牧人：人として成長できたこと。（笑） 

全員：「おめー、何かっこつけてんだよ！」 

 

★YMCAで得たことは？特に中学生時代。 

 

響：努力をすれば結果がついてくること。１週

間のきつい練習でもその練習の成果が試合で現

れて自信を持ってプレイできた。 

 

牧人：サッカーがますます好きになれたこと。

キツイ練習の成果は必ず試合に表れた。 

 

巧：忍耐力。小学6年生の後半、中学生の練習に

参加していたけど本当にきつかった。でも欠席

は病気で休んだ１回だけ。やり続けたことが自

信につながった。 

 

優晋：走るから体もきついし、なかなか思うよ

うにいかなくて精神的に苦しい時もあるし、頭

を使うからしんどいけど得るものは大きいで

す。 

 

響：とにかくYMCAのサッカーは頭を使います。

体よりそっちの方がきついくらい。頭がパンク

するするぐらいみんな考えながらサッカーをし

てきました。みんな考える習慣がついたんじゃ

ないかな？ 

 

全員：（笑） 

   納得した表情でうなずいてました。 
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盛岡ＹＭＣＡジュニアユースのキャプテン。誰も

が認めるテクニックの持ち主。今までのＹＭＣＡ

の選手の中でもトップクラスのテクニシャンで

す。持ち前の視野の広さで相手や仲間を感じ、パ

ス・ドリブル・シュートをうまく使い分ける。相

手にとって一番嫌な選手です。後輩たちからはも

ちろん、同学年からも目標とされています。後輩

たちからは｢東先輩｣のあだ名で人気の響君です。 

海
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４人のなかで１番の色々なポジションができる選

手。センターバックやサイドバック、ボランチも

できる多彩な選手。そのためサッカーの知識も豊

富で、試合では仲間に指示の声を出しゲームをコ

ントロールしてくれました。またドリブルが得意

で、相手の隙をついての突破は何度もチャンスを

生み出しました。後輩たちからは、「ポニョ」の

あだ名で人気の巧君です。 

５
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、
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盛岡ＹＭＣＡでは珍しい大型の選手。中学２年生

からセンターバックからフォワードへコンバー

ト。ポストプレーもウラへの飛び出しも出来る

エース。恵まれた体格を活かし相手ディフェンス

との１対１に打ち勝ち、得点を量産してくれまし

た。さらに前線からのディフェンスでも活躍して

くれ、相手のカウンターを防いでくれました。後

輩たちからは｢モアイ｣のあだ名で人気の優晋君。 
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盛岡ＹＭＣＡジュニアユースのスピードスター！

中学３年生からは小学生から慣れ親しんだポジ

ションのフォワードからサイドバックへコンバー

ト。安定したサイドでのディフェンスと、スピー

ドを生かしたサイドの突破が武器。さらに得点に

も絡むことはもちろん、みずからゴールを決める

こともできます。後輩たちからは｢トマト｣のあだ

名で人気の牧人君です。  



  

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、「盛岡YMCA宮古ボランティアセ

ンター」開設し、長期的な支援を宮古をベースに行っています。皆様のご

協力をお願い申し上げます。 

 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

   ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 
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盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター ９月報告書 
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 9月11日で震災から半年と同時に18日でYMCAが宮古の地で活動を開始し、半年が経過しました。この半年間ゆっくりとしたス

ピードでしたが、じっくりと宮古の地に根ざした活動を行ってきました。3月に活動を開始した時は、宮古にはYMCAが無く、宮古

の方々がYMCAを知らない中での活動スタートでした。半年たった今、多くの方に声をかけられたり、教会まで足を運んでくだ

さって多くの作業の依頼を受けたりするようになりました。このように私たちは宮古の街に、コミュニティーに受け入れられて活動

の場が与えられていることを感じながら、毎日の作業を行っています。宮古の方々に受け入れていただけるようになったのは、ボラ

ンティアの方々が一生懸命作業している姿を見ていただいたり、作業に伺ったボランティアの方やスタッフがコミュニケーションを

とる中で信頼関係を築くことができたからだと思います。私たちは6か月という時間をかけて、多くの方々が宮古の方々と向き合っ

て築いた信頼という財産をこれからも大切に活動を行っていかなければなりません。 

 9月4日は大阪YMCAのスタッフ・リーダーが来て下さり、

鍬ヶ崎小学校で運動会を行いました。この鍬ヶ崎地区は津波の

大きな被害をうけ、約800世帯の家が無くなったそうです。仮

設住宅へ移り住んでの生活が始まっていますが、仮設住宅の場

所はバラバラでなかなか今までのように会うことができないそ

うです。そこでYMCAでは運動会を企画し多くの方が集う場を

設け、思いっきり体を動かし、大きな声をだして笑ってもらい

たいと今回の運動会を行いました。約80名の方々がいらっ

しゃって、子どもも大人も一緒に身体を動かし、大きな声を出

して楽しむことができました。おじいちゃん、おばあちゃんも

子どもたちが笑顔で走り回っているのをみて笑顔になっていた

だき、楽しい時間を過ごすことができました。 

 これから宮古は秋から冬に向けてどんどん寒くなります。冬

に向けて準備を進めながら、宮古の人々のそばで活動を行って

いきたいと考えています。 

↓フォークダンス 

↓
運
動
会
後
の
炊
き
出
し 

↓じゃんけん列車 

↑応援合戦相談中…。 

→応援合戦！ 

↑玉入れ 



こぼれ種⑪「 家のお手伝い＝（小さな）社会の中の役割と責任」 

              日本基督教団内丸教会牧師（元日本YMCA同盟 主事）  中原真澄 

  

 先月号で，子どもが「生きる力」をどの程度，身につけているか･･，２種類の体験の有無が大き

く影響していると書きました。その一つが自然体験で，「もう一つについては，またの機会に」と

書いたので，今月はその続きとしたいと思います。 

 「もう一つ」とは＜家での手伝いの有無＞です。「そんな事？」と思う方もいるでしょうが，家

のお手伝い＝家事の分担は，子どもが社会的意識をかたちづくるには，とても大きな力を持ってい

るのです。 

 この50年ほど，日本が豊かになるにつれ，子どもは勉強さえしてればいい･･そんな風潮が家庭を満たしてきたように

思います。しかし，それは大きな間違いです。勉強すればIQ（知的能力の程度）は伸びるかもしれません。しかし人

は，最初に生まれた時から社会的動物なのです。周りの人々と適切な関係を作り，保っていく能力がなければ，いくら

知的能力が高くても，社会の中に自分の位置を占めて生きていくことは難しいのです。最近はそんな事がよく知れてき

たためか，EQ（感情的な能力の程度）の方が大切だと言われるようになってきました。 

 家の中には（主婦の方々には言わずもがな･･ですが）いろいろな仕事が山とあります。そのどれもが，家族が快適に

暮らしていくには必要なものです。そんなどれかを，年齢や体力に応じ，責任をもってさせていく･･親にとっては，自

分でやってしまう方が手間が掛からなくて楽かもしれません。しかし，誰もが社会（その最も小さな単位が家族）の中

で果たすべき役割と責任があることを学ぶには，とても大切な体験なのです。 

 YMCAのグループ活動やキャンプが，子どもの成長に大きな意味をもつのは，こうしたことが自然と身につくからで

もあります。YMCAに子どもを送っているご家庭は是非，家でも，子ども達を一人前に扱い，毎日の仕事を与えていた

だきたいと思うのですが･･･。 

「わたしたちは，『働きたくない者は，食べてはならない』と命じておきました」（テサロニケの信徒への手紙二 ３

章１０節から） 

１０月の予定 
★10月10日（月・祝） 

 サンデースクール 

 「火も包丁も使わない料理」 

  （於：おでって5Ｆ 

       生活アトリエ） 
 

情報コーナー 

 ジュニアユース２

期生、中学３年生と

私の写真。こうやっ

て一緒に写真に写る

のは何年ぶりだろ

う。幼稚園や小学校

低学年から付き合っ

てきた４人。身長も

大きくなり、声変り

もした４人ですが私

にとっては、今でも

あの頃と変わらずか

わいい４人です。し

かし、４人ともサッ

カースクール、ベストキッズ、ジュニアユースの数年間で本当に人間として

も、一人の男としても、サッカー選手としても「強く・たくましく・頼もし

く」成長してくれました。様々な事情があり、中学１年生の頃には６人だっ

た仲間も４人となってしまい、悲しみや不安、苦悩を乗り越えて本当によく

ここまで成長してくれました。先輩の伊藤恵嗣君・石崎稜君の２人の先輩た

ちと共に人数が少ない初年度、２年目はなかなか結果を出すことができませ

んでしたが、文句も言わずに今できることを一生懸命に取り組んでくれまし

た。１期生の２人が卒業したあとも２人が残してくれた「心」を一人ひとり

がしっかりと受け継ぎ、新しく増えた仲間たちと切磋琢磨し、今年はイン

ターシティーカップの北日本大会にも出場することができました。君たちが

先輩たちと作り上げてきた盛岡ＹＭＣＡジュニアユースの「心」は後輩たち

にしっかりと受け継がれ、今後もどんどんと進化をしていくでしょう。そし

て、この盛岡ＹＭＣＡジュニアユースを卒業していった先輩２人はもちろ

ん、今年の３年生の４人もこれからも輝き続けることでしょう。今後の４人

の成長に期待しています！ 

         盛岡ＹＭＣＡスタッフ・ジュニアユース監督 

                          伊藤 眞太郎 

 今年７月よりスタッフとして働くことになった清田

昂君を紹介します。飯岡中学校・不来方・札幌学院大

学を卒業後、オーストラリアに留学し、今年の４月に

日本に帰ってきました。子どもが大好きで、子どもと

関わる仕事を探していたところ盛岡ＹＭＣＡを見つ

け、５月から前潟学童のパートとして働くこととなり

ました。サッカー・水泳も得意ということもあり、そ

の後７月からサッカー・水泳 

 

でも活躍してもらうこととなり、スタッフとなりまし

た。真面目で負けず嫌いな性格で、人一倍勉強熱心な

昂君。少しシャイで天然な一面もあり、まだまだ本性

を隠している感じも…。

ベストキッズの５年生の

新チームからベストキッ

ズの監督となり、今後も

より活躍してくれること

間違いなし！これからも

そんな清田昂君をよろし

～表紙の写真より～ ☆スタッフ紹介☆ 

★10月17日（日） 

  18時30分～20時30分 

「Ｎ活カフェ× 

 ボランティア情報交流会」 

 （於：アイーナ 

    6Ｆ団体活動室３） 

★10月23日（日） 

 アドベンチャー10月活動  

 「秋を探してハイキング」 

  （於：滝沢村森林公園） 

★10月25日(火)～30日(日) 

 「核はいらない！」 

       （写真展） 

 （於：アイーナ展示室２） 

よろしく 

お願いします!! 


